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（１）真岡てらうち産業団地  第１期予約分譲について   

はじめに、真岡てらうち産業団地についてであります。このたび、一部

区画について物件の撤去が完了し、用地取得となりましたので、本年３月

から第１期分の予約分譲を開始いたします。  

今回の募集は、全分譲地およそ１４ヘクタールの内、およそ６．６ヘク

タールの街区で、分譲単価につきましては、産業団地の整備にかかる事業

費や不動産鑑定などをもとに検討し、１平方メートルあたり２万５ ,１０

０円といたしました。  

受付期間は、３月１日から２９日までとし、２月１日には、市ホームペ

ージにおいて、申し込み企業の資格条件などをまとめた要綱や募集要領を

公表いたします。受付期間終了後は、真岡工業団地企業誘致調査委員会に

おいて審査を行い、審査期間は４カ月程度を予定しております。立地企業

の内定後は、企業の意向を反映させるため、街区の分割や、乗り入れ口な

どの協議を進めていまいります。  

また、残りの街区につきましては、用地取得の状況に応じて、改めて予

約分譲の開始時期などを周知してまいります。  

 

（２）まちなか保健室にのみや館オープンについて   

次に、駅前館、田町館に続く、まちなか保健室「にのみや館」のオープ

ンについてであります。場所は久下田駅前の駅前どんとこい広場の一角で、

１月２６日、金曜日、午前１０時から開所式を行います。来場された方に

は記念品を用意しておりますので、ぜひご来場ください。  

通常の開館は、月曜、水曜、金曜、土曜の週４日、午前９時から午後４

時までを予定しており、二宮地区における新たな健康づくりの拠点施設と

して、地元の自治会や女性団体を中心とした、およそ５０名の地域ボラン

ティアの協力により運営してまいります。  

保健室では、血圧や体脂肪、握力などを測定して、健康をチェックでき

るほか、気軽に健康相談や健康アドバイスを受けることができます。また、

子育て世代の方も利用できるように赤ちゃんの体重測定器やキッズスペー

スなども設けておりますので、まち歩きや散歩途中の休憩場所としても、

ご利用いただきたいと考えております。  



１月１９日（金）真岡市長定例記者会見 要旨 

 

 - 2 - 

 

（３）真岡市複合交流拠点施設の愛称募集について   

次に、令和７年春の開館を目指して、現在、工事を進めております複合

交流拠点施設についてでありますが、市民の新たな居場所「サードプレイ

ス」として、永く愛され、親しまれる施設となるように、愛称を募集いた

します。  

本施設は、子育て支援センター、屋内・屋外の子ども広場、図書館、地

域交流センターの「遊ぶ・学ぶ・にぎわう」機能が連携、融合する施設で、

未来を築くもおかっ子が、心身ともに健やかに成長できるように支えると

ともに、すべての市民の皆さんに、新たな学びと発見の機会を提供するも

のであります。  

愛称の応募資格は、真岡市民の方、または、市内に通勤・通学されてい

る方とし、施設の目的や特性がイメージでき、わかりやすく親しみやすい

もので、未発表の作品であること、などを要件としております。応募期間

は本日、１月１９日から２月２９日までとし、インターネットのほか、図

書館や子育て支援センターなどに備え付けの応募用紙で申し込むことがで

きます。  

応募いただいた作品は、施設の運営事業者の意見を参考に一次選考を行

い、その後、市内小・中学生の投票により、今年の５月に決定する予定で

あります。なお、表彰式については、複合交流拠点施設が開館する際の記

念式典において実施できるよう計画してまいります。  

 

（４）もおかベリー号の利用促進事業について   

次に、もおかベリー号の利用促進事業についてであります。３月１日か

ら４月３０日までの２カ月間、車内でアンケートに答えていただいた方を

無料とする「もおかベリー号お試し乗車キャンペーン」を実施いたします。  

もおかベリー号は、利用者および自治会へのアンケート結果を踏まえ、

昨年１０月に運行内容の見直しを行いました。見直し後は、９月の利用人

数１５３人に対し、１０月が１８８人、１１月が１９７人、１２月が２０

０人と増加傾向にあり、今回のキャンペーンを通じて、さらなる利用促進

を図ってまいります。  
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今後、各自治会を通じてチラシを回覧するほか、自治会や老人クラブな

どからの要望に応じて、乗車方法や運行内容などの説明を行ってまいりま

す。今回のキャンペーンを契機に、これまで利用したことが無い方にも、

乗車を体験してもらい、移動手段としての「もおかベリー号」を知ってい

ただくことで、新たな利用者の掘り起こしにつなげてまいりたいと考えて  

おります。  

 

（５）旧中村南小学校の利活用について   

次に、旧中村南小学校の利活用についてであります。昨年８月に開始し

た利活用事業の再公募に対して応募があり、１２月１５日に学識経験者や

地域代表者などで構成する選定委員会を開催いたしました。その結果、小

型電子機器の製造開発、およびＡＩを活用した新サービス開発を提案した、

協栄精工株式会社を優先交渉権者として選定いたしました。  

協栄精工株式会社は、市内で事業を営んでいる企業で、今回の提案では、

既存の製造開発拠点を旧中村南小の校舎へ移転するほか、新たに起業者向

けのシェアオフィスや、電子書籍等が閲覧できる地域交流スペースを整備

したいとの内容でありました。今後は、基本協定を締結し、校舎などの貸

付に向けた協議を進めてまいります。  

 

（６）家庭系廃食用油の回収について    

次に、一般家庭の使用済み食用油についてでありますが、家庭ごみの減

量、および資源の有効活用を目的として、２月１日、木曜日から回収を実

施いたします。  

回収方法につきましては、各ご家庭で使用した食用油 を、透明のペット

ボトルに入れていただき、回収ボックスを設置した市役所本庁舎、二宮コ

ミュニティーセンター、 Auto Mirai 真岡公民館、および公民館の真岡西、

山前、大内、中村の各分館にお持ちいただくものとなっております。  

回収された油は、バイオマス資源として石鹸や塗料、バイオディーゼル

などに再利用されるほか、近い将来、ＣＯ２排出量の少ない航空機の燃料

としての需要も見込まれております。現在、家庭から出る食用油の約９割

に当たる年間１０万キロリットルが廃棄されているといわれており、ＳＤ
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Ｇｓや２０５０年のカーボンニュートラル達成のためにも、その有効活用

が求められています。  

取り組みについては、今後、市ホームページや「ウイークリーニュース

もおか」などで周知を図ってまいります。詳細については、環境課ごみ減

量係までお問い合わせくださいますようお願いいたします。  

 

（７）令和５年度ふるさと寄附事業の現状について   

次に、令和５年度ふるさと寄附事業の現状についてであります。１２月

末現在の件数は、前年比で３．３倍の４万９ ,４９２件、寄附金額は、  

４．１倍の５億６ ,３１５万円となっており、年度末には、過去最高の ６

億５ ,０００万円に達する見込みであります。  

主な要因といたしましては、昨年度、一番人気でありました「いちご」

について、協力いただける生産農家を増やすことで、前年のおよそ４倍の

受付を可能にしたこと、また、今年度、新たに１７１種類の返礼品を追加

したこと、返礼品が毎月届く定期便を増やしたこと、などにより、寄附単

価が増加したものと考えております。  

新たな返礼品の主なものとしては、「もおかぴょん」と「コットベリー」

がＳＬに乗って、四季折々の真岡を案内するコンセプトをデザインしたボ

ックスティッシュや、アウトドア用の調理鍋、メロンやバナナ、シャイン

マスカットなどのフルーツ、白米、餃子などであります。  

今後も、魅力ある返礼品を開拓し、ふるさと納税により、全国に向けて  

「いちご王国栃木の首都もおか」のＰＲを強化してまいります。  

 

（８）その他（イベント等のお知らせ）   

その他といたしまして、事務局から８点、イベント情報などをお伝えい

たします。  

１点目は、第４７回栃木県文化振興大会でありますが、明日、１月２０

日、土曜日、午後１時からＫＯＢＥＬＣＯ真岡いちごホール大ホールで開

催されます。栃木県文化奨励賞を受賞した五月女凱昂 (そうとめがいこう )

氏による剣舞・詩舞や尊徳太鼓保存会の演奏のほか、会場には芳賀地方芸

術祭の優秀作品や真岡市文化協会茶華道部会の活花なども展示されます。  
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２点目は、真岡っ子をみんなで育てよう「フォーラム」でありますが、

１月２６日、金曜日、午後６時３０分から、ＫＯＢＥＬＣＯ真岡いちごホ

ール小ホールで開催いたします。講師にエレクトーン奏者  石下有美 (いし

おろしゆみ )氏を迎え、「音で育む絆」と題し、育児と仕事の両立や、子

どもへの接し方について講演をいただくほか、ジブリメドレーなどの演奏

も予定しております。  

３点目は、真岡図書館リブフェス２０２４でありますが、１月２８日、

日曜日、図書館および二宮図書館で開催いたします。地元ボランティアの

協力のもと、おはなし会やスタンプラリー、豆本作りワークショップのほ

か、縁日の模擬店や、市民が古本屋の店主となる「一箱古本市」などを開

催いたします。  

４点目は、真岡市女性団体連絡協議会主催の「市民のつどい」でありま

すが、２月３日、土曜日、午後１時３０分からＫＯＢＥＬＣＯ真岡いちご

ホール小ホールで開催いたします。講師に宇都宮大学農学部農業経済学科

の西山未真 (にしやまみま )教授を迎え、「食と農の未来を創る～私たち一

人一人にできること～」と題して講演をいただきます。入場は無料ですが、

事前申し込み制となりますので、希望される方は、市民協働推進室まで、

電話、またはメール、ファックスでお申し込みください。  

５点目は、いちご就農体験会でありますが、２月１０日、土曜日、市内

で開催いたします。対象は、就農を目指す方またはいちご栽培に関心のあ

る方１５名で、収穫やパック詰め体験を予定しております。希望される方

は農政課農業振興係までお問い合わせください。  

６点目は、本市出身である阿嶋優希 (あじまゆうき )さんのクラリネットリ

サイタルでありますが、２月１１日、日曜日、午後２時から、ＫＯＢＥＬ

ＣＯ真岡いちごホール大ホールで開催いたします。クラリネットのソロ演

奏のほか、ビオラ、ピアノとの三重奏や阿嶋さんによるソプラノ歌唱も予

定されています。入場券は全席自由で大人１０００円、高校生以下５００

円となっております。  

７点目は、「真岡・浪漫ひな飾り」でありますが、２月１日、木曜日か

ら３月３日、日曜日まで、４年振りに久保講堂をメイン会場として、金鈴

荘など市内各所で開催いたします。数多くの雛人形と、つり雛のコラボレ
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ーションを楽しめる久保講堂は、火曜日を除く午前１０時から午後４時ま

での開館となっております。  

８点目は、ハッシュタグキャンペーンでありますが、現在、「真岡のい

ちご」をテーマに募集しております。撮影した写真に「＃ｍｏｋａｆａｎ」

と「＃真岡のいちご」を付けて、３月１５日までにインスタグラム、また

はエックスで投稿してください。投稿された方の中から、抽選で１０名様

に「いちご王国栃木の首都もおか」オリジナルグッズを贈呈いたします。  

 

 


